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研究成果の概要（和文）：診療関連死を包括的に対象として、臨床経過－生前CT－死後CT－解剖所見の対比を行
い、死因や病態推定に有用な死後CT所見を探索した。研究成果を査読付英語国際誌に発表できた検討項目は、①
肺の死後CT所見、②肺血管の死後CT所見、③新生児・乳幼児の死後CTの診断能、④基底核の遅延造影効果、⑤脳
脊髄の死後CT所見、⑥放射線科医が知っておくべき死後画像診断の知識の総説であった。国際学会であるISFRI 
2022では、主催者に協力して招待講演等の活動を行った。日本語では、多くの総説、学会発表を行った。死後画
像診断ガイドライン2025も編纂者・執筆者として活動した。

研究成果の概要（英文）：As a comprehensive study of in-hospital deaths, we compared clinical course,
 antemortem CT, postmortem CT, and autopsy findings to explore postmortem CT findings helpful in 
estimating the cause and pathophysiology of death. The research results that were published in 
peer-reviewed international journals in English included: (1) postmortem CT findings of the lungs, 
(2) postmortem CT findings of pulmonary vessels, (3) diagnostic performance of postmortem CT in 
neonates and infants, (4) delayed enhancement effect in the basal ganglia, (5) postmortem CT 
findings of the brain and spinal cord, and (6) a review of the knowledge of postmortem imaging that 
radiologists should be aware of. At the international conference ISFRI 2022, we collaborated with 
the organizers to deliver invited lectures and other activities. In Japanese, we presented many 
reviews and conference presentations. We also served as editors and authors for the Postmortem 
Imaging Guidelines 2025.

研究分野： Radiology
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
死亡時画像診断は、重要な死因推定手段であるが、未だに多くの臓器や疾患で正しい解釈方法が明らかでないま
まである。今回の研究では、これまで死後CT所見の報告が乏しかった、肺や肺血管、新生児・乳幼児の死因診断
能、脳の造影効果、脳脊髄等に関する新たな知見を多く報告することができた。また、死後画像診断を正しく社
会に役立てるための多くの教育活動を行うことができた。本研究結果は、死後CTによる肺病変の診断を大きく前
進させるものであった。死因推定の精度向上は、医療の発展、犯罪見逃し減少、社会の安寧に役立つと期待され
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
【死亡時画像診断の社会的需要の高まりと問題点】 
近年、死亡症例に対する解剖率が 20 年前の数分の１の数%まで激減した。結果として、毎年 15 万人の異状死体が解
剖されておらず、体表検索と状況判断のみで死因を判断されており、死因診断力不足による犯罪（他殺・虐待等）の見
逃しや医事紛争が社会問題となっている。解剖に代わる死因診断手段として、死亡時画像診断に大きな期待が寄せら
れており、2016 年 10 月に施行された医療事故調査制度では、死亡時画像診断は発展途上の技術であるとしながらも、
一定の有用性が認められた。これを受け、全国の医療機関では、死因に疑問のある症例に対し、死後CTを撮像する動
きが加速した。2020 年 4 月には、死亡時画像診断の活用を明記した、死因究明等推進基本法が施行される。今後、死
亡時画像診断は、死因診断手段の主流になると考えられる。その理由となる特長は、CT・MRI がある全国の医療機関
ですぐに撮像可能であること、その場に解剖医や画像診断医がいなくとも施行可能であること、遺体の侵襲・破壊が
無いこと、解剖より低コストであること、データを半永久的に保存できること、第三者により繰り返し検証可能で客
観性が高いこと、生前の画像と比較できること、が挙げられる。死亡時画像診断が広く適正に行われれば、死因診断の
精度が高まり、医療の発展、犯罪の見逃しの減少、医事紛争の早期解決などの、社会的な恩恵が期待できる。このため
には、死後 CT の正常所見と病的所見の境界を明らかにすることを始めとして、死後画像の読影法の適正化、解釈手
法の確立が急務である。 
 
【申請者のこれまでの研究成果】 
申請者は、2009 年に死亡時画像診断研究グループを旗上げし、研究代表者・指導者として、10 年間研究を牽引してき
た。申請者は、大学病院内で死亡し病理解剖された診療関連死症例 約 500 症例（ほぼ全例）について、4列 CT（2017
年 3 月まで）、64 列 CT（2017 年 4 月以降）を用いて、“臨床経過－生前CT－死後CT－解剖所見”の対比検討を行い、
以下の臓器で、生前 CT であれば病的と診断される CT 所見が、死後 CT では病的でない死後変化であることを、定
量的に明らかにした: (1) 甲状腺 (Leg Med (Tokyo). 2011;13:318-22); (2) 腹部血管 (Leg Med (Tokyo). 2011;13:174-
9); (3) 大血管 (Int J Legal Med. 2014;128:987-93); (4) 気管 (Am J Forensic Med Pathol. 2014;35:113-7); (5) 肝臓 (J 
Forensic Radiol Img. 2019;16:1-4) (6) 副腎  (Radiol Med. 2015;120:662-9); (7) 骨格筋・心筋  (PLoS One. 
2013;27;8:e76026); (8) 脾臓 (Int J Legal Med. 2016;130:1081-7); (9) 脳 (Forensic Sci Med Pathol. 2016;12:267-275; 
Int J Legal Med. 2017; 131:1647-1653); (10) その他全般 (Korean J Radiol. 2015;16:798-809)。上記過去の研究は、
JSPS KAKENHI 17K17644、日本医学放射線学会 Bayer 研究助成金制度の支援を受けた。成果の一部は『死後画像診
断ガイドライン 2020 年版』（金原出版）として出版され、英語にも翻訳された。 
 
【死亡時画像診断の今後】 
今後、死亡時画像診断は、死因推定手段の主流になると考えられる。その理由となる特長は、CTなどの画像診断機
器がある全国の医療機関ですぐに撮像可能であること、その場に解剖医や画像診断医がいなくとも施行可能であるこ
と、遺体の侵襲・破壊が無いこと、解剖より低コストであること、データを半永久的に保存できること、第三者により
繰り返し検証可能で客観性が高いこと、生前の画像と比較できること、が挙げられる。 
死亡時画像診断が広く適正に行われれば、死因推定の精度が高まり、医療の発展、犯罪の見逃しの減少、医事紛争の早
期解決などの、社会的な恩恵が期待できる。このためには、死後 CT の正常所見と病的所見の境界を明らかにするこ
とを始めとして、死後CTの撮像法の適正化、解釈手法の確立が急務である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、死亡時画像診断と死因診断を適正に行うための指標となる知見を、未知の臓器や疾患について創出
することである。本研究は、症例の質を重視した研究 Aと、量を重視した研究 Bの、2部から構成される。研究Aは、
症例の質重視の単施設研究で、東京大学医学部附属病院で病理解剖を行った診療関連死症例（過誤の有無を問わない）
を包括的に対象とし、“臨床経過－生前CT－死後CT－解剖所見”を精密に対比し（図: 過去の対比研究例）、疾患群・
臓器ごとに、死後CTの正常所見と病的所見の境界を明らかにし、死後CTの読影法を適正化する知見を創出する（最
大 700 症例規模）。研究 Bは、症例の量重視の多施設共同研究であり、3大学の法医解剖症例（異状死主体であるため
生前情報が限定的であるが症例が多い）の“死後 CT・死後MRI―解剖所見”を精密に対比する症例対照研究として、疾
患や死因ごとに特徴的な画像所見を探索的に調査する（最大 5000 症例規模）。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 研究 A: 生前 CT・死後CTを比較し、正常死後画像変化、死後CTの正常・異常の境界を確定する 
研究 Aは、東京大学医学部附属病院の診療関連死（過誤の有無を問わない）を包括的に対象とする前向き研究である。
既に約 500 例で死後CTと解剖まで施行済で、今後毎年 50 例ずつ施行する。解剖と死後CTの同意が得られた症例に
対し、生体と同じプロトコルで死後CTを撮像し、直後に病理解剖を行う。解剖所見を参照基準として、“臨床経過－
生前CT－死後CT－解剖所見”の精密な対比を、正常を含む疾患群ごと、心肺蘇生術の有無ごと、臓器ごとに行う。こ
れにより、死後CTの正常所見と病的所見の境界、正常死後変化を明らかにする。 
 
(2) 研究 B: 死因別・疾患別の特徴的な死後CT・死後MRI 所見を特定する 
研究 B では、東京大学・千葉大学・国際医療福祉大学における法医解剖症例を対象とする前向き研究である。既に死
後CT（一部は死後MRI も）・解剖を約 3000 例施行済で、今後毎年約 500 例ずつ施行予定である。警察より依頼のあ
った法医解剖症例に対し、各法医学教室に設置ないしレンタルされた普及モデルの 16 列 CT・1.5TMRI を用いて、そ



れぞれ死後CT・死後MRI を撮像し、直後に法医解剖を行う。“死後 CT・死後MRI―解剖所見”の精密な対比を行い、
疾患や死因ごとの特徴的な画像所見を探索的に調査する。生体で各々の疾患に特徴的とされる画像所見に、独自に死
後 CT・死後 MRI の画像診断レポート作成時に気付いた所見を加えて、読影実験及び解析を行う。具体的には、法医
解剖にて下記の死因・疾患項目は、予備的な検討を行った結果では、新知見を公表できる可能性が高く、年 1－2項目
ずつ検証する。 
 
４．研究成果 
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